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１　

は
じ
め
に

「
神
戸
市
遺
留
金
取
扱
条
例
」（
以
下
「
本
条
例
」

と
い
う
。）
は
平
成
30
年
度
第
1
回
定
例
市
会
に
お

い
て
、
平
成
30
年
３
月
28
日
に
可
決
さ
れ
、
同
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
今
後
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
、
身

寄
り
の
な
い
方
が
残
し
た
遺
留
金
を
市
が
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
う
の
か
を
定
め
た
も
の
で
す
。
条
例
制
定

に
至
っ
た
背
景
や
条
例
内
容
の
解
説
、
課
題
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景

（
１
）
高
齢
単
身
者
の
増
加

50
歳
時
の
生
涯
未
婚
率
は
上
昇
を

続
け
て
お
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
発
表
の
「
人
口
統
計

資
料
（
２
０
１
８
年
）」
で
は
、
男

性
の
４
人
に
１
人
、
女
性
の
７
人
に

１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
研
究
所
が
平
成
30
年
1

月
12
日
に
発
表
し
た
「
日
本
の
世
帯

数
の
将
来
推
計（
全
国
推
計
）」で
は
、

２
０
１
５
～
２
０
４
０
年
ま
で
の
25

年
間
で
、
単
身
世
帯
が
39
・
３
％
、

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
21
・
１
％
、
ひ

と
り
親
と
子
の
世
帯
は
９
・
７
％
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例【解説】

　神戸市は「神戸市遺留金取扱条例」を制定
した（条例第33号として、平成30年３月
30日公布、同年４月１日施行）。
　身寄りがない高齢者らが死亡した後に残る
「遺留金」についての処理指針を定めた条例。
法的な根拠がないまま自治体が預かっている
実情を改善することを狙い、遺留金を予算外
の「歳入歳出外現金」として市で保管。亡く
なった人の相続人を市が探す費用に充当でき
るようにするとしている。遺留金に関する同
様の条例としては全国初。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
独
居
率
は
65
歳
以
上
男
性
が

14
・
０
％
か
ら
20
・
８
％
に
、
女
性
は
21
・
８
％
か
ら

24
・
５
％
に
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
身
寄
り
の
な
い
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
事

例
が
増
え
る
傾
向
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
身
寄
り
の
な
い
人
が
死
亡
し
た
場
合

身
寄
り
の
な
い
人
が
自
宅
で
死
亡
し
た
場
合
（
孤

独
死
）
や
、
住
所
・
居
所
、
氏
名
の
明
ら
か
で
な
い

人
が
死
亡
し
た
場
合
（
行
旅
死
亡
人
）
は
、
警
察
が

事
件
性
の
有
無
や
連
絡
先
な
ど
を
捜
査
し
て
、
遺
族

等
に
遺
体
や
遺
品
の
引
渡
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
入
院
先
や
社
会
福
祉
施
設
で
死
亡
さ
れ
た

場
合
な
ど
は
、
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
が
遺
族
や
保

神
戸
市
遺
留
金
取
扱
条
例

神
戸
市
保
健
福
祉
局
生
活
福
祉
部
保
護
課
医
療
係
長
　
平
田　

大
輔

兵庫県
神戸市

50歳時未婚割合 平成27年 平成22年 平成17年 平成12年
男性 23.37％ 20.14% 15.96% 12.57%
女性 14.06% 10.61% 7.25% 5.82%
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証
人
等
に
連
絡
を
取
る
な
ど
し
て
葬
祭
に
つ
い
て
手

続
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、つ
ま
り
、

相
続
人
や
親
族
、
遺
言
執
行
者
な
ど
葬
祭
を
行
う
者

が
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
衆
衛
生
そ

の
他
公
共
へ
の
福
祉
の
見
地
か
ら
以
下
の
い
ず
れ
か

の
法
律
に
基
づ
き
地
方
自
治
体
が
埋
火
葬
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
（
以
下
「
行
旅

法
」
と
い
う
。）
第
７
条
（
行
旅
病
人
及
行
旅
死

亡
人
取
扱
法
施
行
細
則
第
５
条
）

②
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
墓
埋
法
」

と
い
う
。）
第
９
条

③
生
活
保
護
法
第
18
条

な
お
、
火
葬
を
行
っ
た
後
の
遺
骨
に
つ
い
て
、
神

戸
市
の
場
合
は
市
立
墓
園
で
５
年
間
保
管
し
た
後
、

最
終
的
に
は
合
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
遺
留
金
発
生
の
経
緯

埋
火
葬
を
地
方
自
治
体
が
行
う
際
、
身
寄
り
の
な

い
人
の
場
合
は
火
葬
の
許
可
を
福
祉
事
務
所
で
行
っ

て
い
る
関
係
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
方
が
所
持
し
て
い

た
金
品
が
福
祉
事
務
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
行
旅
病
人
の
場
合
は
、
行
旅
法
第
12
条
に

保
管
の
根
拠
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
墓
埋
法
や

生
活
保
護
法
適
用
の
場
合
に
は
保
管
の
根
拠
が
あ
り

ま
せ
ん
。

保
管
の
根
拠
は
な
い
の
で
す
が
、「
警
察
等
が
取

り
扱
う
死
体
の
死
因
又
は
身
元
の
調
査
等
に
関
す
る

法
律
」
第
10
条
で
は
、
遺
族
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
死
亡
地
の
市
町
村
長
に
引
き
渡
す
も

生活保護受給者、行旅死亡人、左記以外の死亡人

親族等が判明すれば、遺体は遺族へ引渡し

不明時は死亡地の市町村長が埋火葬を行う（墓埋法第9条）

　　　（身元不明者の公告、相続人調査）

金銭

有価証券

郵便貯金

預金

　→遺骨、遺留金品の引渡し

　→相続人調査

　→歳入歳出外現金に保管

遺留金の発生過程

行旅法第11条、第13条
生活保護法第76条

　→家庭裁判所へ選任申立
　　（検察官へ通知）
　　最終残余財産は国庫へ帰属

葬祭費に充当

金融機関管理 休眠預金活用法（H30.1.1施行）年500億円

警察による身元調査、検視等 

埋火葬を行う者なし（不判明） 

市町村長による埋火葬 

遺留金品管理台帳に経緯を記録 

遺留金品の受領 

身寄りのない死亡人 

相続人の判明 

相続財産管理人の選任（民法952条） 

遺留金品＞予納金 

遺留金品＜予納金 

遺骨保管〈年400件超〉 
5年の保管期間経過後に合葬 
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の
と
す
る
、
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
警
察
が

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
所
持
し
て
い
た
金
品
を
福
祉
事

務
所
に
持
参
さ
れ
ま
す
。

保
管
の
根
拠
が
な
い
の
で
お
断
り
す
る
、
と
い
う

考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
持
参
さ
れ
た
方
も
第
三
者

で
処
分
権
限
が
な
い
方
で
す
の
で
、
や
む
な
く
福
祉

事
務
所
で
保
管
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
金

品
は
埋
火
葬
に
要
し
た
費
用
に
充
当
し
、
そ
れ
で
も

な
お
残
る
場
合
、
こ
れ
が
遺
留
金
と
な
り
ま
す
。

（
４
）
相
続
人
調
査
に
つ
い
て

福
祉
事
務
所
が
保
管
す
る
遺
留
金
や
墓
園
で
保
管

し
て
い
る
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
に
引
き
渡
す

べ
き
も
の
で
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
で
相
続
人
調
査

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
は
、
戸
籍
に
よ
る
調
査
、
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
調
査
、
関
係
機
関
に
対
す
る
調
査
な
ど
に
な
り

ま
す
。

行
旅
死
亡
人
で
住
所
・
氏
名
な
ど
が
全
く
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
区
の
掲
示
板
へ
の
告
示
及
び
官
報
へ

の
公
告
を
行
い
ま
す
。
関
係
者
が
判
明
し
て
い
る
場

合
は
そ
の
方
に
聞
き
取
り
を
し
、
そ
れ
で
も
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
戸
籍
を
一
つ
ず
つ
遡
っ
て
相
続
人
を
探

し
て
い
く
作
業
に
な
り
ま
す
が
、
戸
籍
は
市
町
村
ご

と
に
請
求
が
必
要
と
な
り
、
非
常
に
手
間
と
時
間
が

掛
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
本
人
の
住
民
票
か
ら
本
籍
地
を
調
べ
、
本

籍
地
に
戸
籍
を
請
求
し
て
、
配
偶
者
と
子
が
い
る
の

か
、
ま
た
、
生
存
し
て
い
る
の
か
確
認
し
ま
す
。
過

去
に
結
婚
歴
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
戸
籍
を
取
り
寄

せ
ま
す
。元
配
偶
者
に
は
相
続
権
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

元
配
偶
者
と
の
間
に
子
が
い
れ
ば
相
続
人
に
な
り
ま

す
。
本
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
戸
籍
を
確
認
し

た
結
果
、
子
が
い
た
場
合
、
子
が
結
婚
し
て
除
籍
さ

れ
て
い
る
場
合
は
子
の
戸
籍
を
取
得
し
ま
す
。
既
に

子
が
死
亡
し
て
い
た
場
合
は
代
襲
相
続
人
の
確
認
の

た
め
、
孫
が
い
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

な
お
、
結
婚
の
際
に
本
籍
地
を
移
す
方
が
多
い
の

で
す
が
、
本
籍
地
の
市
町
村
が
異
な
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
請
求
が
必
要
で
す
。
配
偶
者
と
第
１
順
位

の
相
続
人
で
あ
る
子
（
又
は
そ
の
代
襲
相
続
人
）
が

見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
第
２
順
位
の
相
続
人
で
あ
る

両
親
の
確
認
で
す
。

独
居
死
は
本
人
が
高
齢
の
こ
と
が
多
く
、
両
親
も

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
場
合
は
第
３
順
位
の
相
続
人
で
あ
る
兄
弟
の
確
認

と
な
り
ま
す
。
兄
弟
が
結
婚
し
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
新
戸
籍
を
編
製
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

戸
籍
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
兄
弟
が
死
亡

し
て
い
れ
ば
、
代
襲
相
続
権
の
あ
る
甥
、
姪
ま
で
調

査
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
終
的
に
相
続
人
が
見
つ
か
っ
て
、
郵
便
で
遺
留

金
が
残
っ
て
い
る
の
で
引
き
取
っ
て
ほ
し
い
旨
を
連

絡
し
て
も
、
回
答
が
な
か
っ
た
り
、
他
に
借
金
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
わ
れ
て
引
取
り
を
拒

否
す
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
の
所
在
地
に

住
ん
で
お
ら
ず
、
郵
便
物
の
転
送
手
続
も
し
て
い
な

い
た
め
、
郵
便
が
届
か
ず
返
戻
さ
れ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

手
間
と
時
間
を
掛
け
て
も
、
結
局
、
引
渡
し
が
で

き
な
い
案
件
の
遺
留
金
が
毎
年
累
積
し
て
い
ま
す

が
、
時
効
の
定
め
も
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
案
件

が
今
後
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
少
額
の
案

件
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
職
員
が
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
非
常
に
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
申
立
に
つ
い
て

相
続
人
調
査
を
行
っ
て
も
相
続
人
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
の
遺
留
金
の
取
扱
い
で
す
が
、
行
旅
法

に
も
墓
埋
法
に
も
生
活
保
護
法
に
も
他
の
法
律
に
も

定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
般
法
で
あ
る
民
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
法
第
９
５
２
条
で
は
、
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
利
害
関
係

人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
っ
て
相
続
財
産
の
管
理

人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
相
続
人
が
い
る
場
合
は
相
続
財
産
管
理

人
の
選
任
申
立
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
相
続
人
は
い

る
が
郵
便
未
着
や
返
事
が
な
い
場
合
は
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
連
絡
が
つ
い
て
も
受
取
拒
否
の
場
合
も
あ

先進・ユニーク条例
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り
ま
す
。
相
続
人
が
家
庭
裁
判
所
で
相
続
放
棄
の
手

続
を
し
た
場
合
は
相
続
権
が
な
く
な
り
ま
す
が
、
相

続
人
か
ら
「
手
続
に
手
間
が
掛
か
る
」
な
ど
と
し
て

単
に
口
頭
で
の
受
取
拒
否
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
相
続
放
棄
を
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
場
合
も
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
申
立
は
で
き
ま

せ
ん
。
結
局
、
処
理
が
で
き
ず
に
、
歳
入
歳
出
外
現

金
と
し
て
保
管
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戸
籍
調
査
を
行
い
、
判
明
し
た
相
続
人
が
い
な
い

場
合
で
も
、
選
任
申
立
の
際
に
は
予
納
金
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
予
納
金
と
し
て
ど
の
く
ら
い
の
金
額
が

あ
れ
ば
よ
い
の
か
は
、
家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
な
り

ま
す
が
、
新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
と
地
域
に
よ
っ
て

金
額
が
違
う
よ
う
で
す
。

ま
た
、
遺
留
金
品
の
評
価
に
つ
い
て
、
現
金
や
預

貯
金
だ
け
の
場
合
は
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
例

え
ば
、
現
金
が
少
額
で
も
不
動
産
や
自
動
車
、
貴
金

属
を
保
有
し
て
い
る
場
合
は
判
断
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
実
際
に
業
務
を
行
う
福
祉
事
務
所
の
職
員
が
不

動
産
等
の
評
価
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
事

例
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い

く
の
か
、
全
て
家
庭
裁
判
所
に
協
議
し
て
判
断
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

遺
留
金
が
予
納
金
に
満
た
な
い
場
合
は
相
続
財
産

管
理
人
の
選
任
申
立
が
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
法
令
上

の
根
拠
が
な
い
ま
ま
に
歳
入
歳
出
外
現
金
と
し
て
自

治
体
が
保
管
し
て
お
り
、
そ
れ
が
累
積
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
国
の
法
整
備
が
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
神
戸
市
で
は
他
団
体
に
先
駆
け
て

本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
し

ま
し
た
。

３　

条
例
内
容
の
解
説

遺
留
金
の
保
管
の
根
拠
を
定
め
た
こ
と
、
調
査
費

用
に
つ
い
て
定
め
た
こ
と
が
本
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

（
１
）
第
３
条　

遺
留
金
の
保
管
に
つ
い
て

行
旅
死
亡
人
に
つ
い
て
は
、
行
旅
法
第
12
条
で
保

管
の
根
拠
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
墓
埋
法
や
生

活
保
護
法
適
用
の
場
合
は
特
段
の
定
め
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
れ
を
定
め
た
も
の
で
す
。

本
条
例
第
３
条
で
、「
遺
留
金
（
行
旅
死
亡
人
の

遺
留
金
を
除
く
。）
は
〔
行
旅
〕
法
第
12
条
に
規
定
す

る
遺
留
物
件
の
例
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
２
３
５

条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
歳
入
歳
出
外
現
金
と
し

て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
遺
留
金
の
保
管

の
根
拠
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
が

遺
留
金
を
含
む
遺
留
物
件
を
保
管
で
き
る
と
す
る
行

旅
法
第
12
条
の
規
定
を
準
用
す
る
意
図
で
「
例
に
よ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
部
分
が
な
け
れ
ば
、
既
に
法
が
規

定
し
て
い
る
事
項
そ
の
も
の
に
つ
い
て
法
を
準
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
論
理
的
に
お
か
し
な
構
造
の
規
定

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
行
旅
法
上
の
遺
留
金
の
保
管
は
、
こ
の
条

文
の
解
釈
に
よ
り
、
当
然
に
地
方
自
治
法
に
基
づ
く

歳
入
歳
出
外
現
金
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、

他
の
遺
留
金
と
併
せ
て
、
法
的
根
拠
を
も
っ
て
市
が

保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
第
５
条　

費
用
に
つ
い
て

埋
火
葬
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
行
旅
法
第

４
条
、
墓
埋
法
第
９
条
第
２
項
、
生
活
保
護
法
第
76

条
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、
特
段
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
続
財
産
管
理
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
、
相
続
財

産
の
処
分
を
行
っ
た
後
、
最
終
的
に
残
っ
た
財
産
は

国
庫
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
民
法
第

９
５
９
条
）。

調
査
な
ど
の
処
理
に
掛
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

処
理
を
行
っ
た
地
方
自
治
体
に
は
何
ら
補
助
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
選
任
申
立
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
、
単
に
歳
入
歳
出
外

現
金
と
し
て
保
管
し
て
い
る
だ
け
で
、
調
査
費
を
得

ら
れ
た
り
、
市
の
歳
入
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
点
に
関
し
て
、
相
続
人
等
の
調
査
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
遺
留
金
を
も
っ
て
充
て
る
こ
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と
を
本
条
例
第
５
条
で
定
め
ま
し
た
の
で
、
調
査
費

用
が
遺
留
金
の
中
か
ら
支
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
同
条
第
２
項
で
「
調
査
費
用
の
算
定
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
神
戸
市
遺
留
金
取
扱
条
例
施
行
規
則
で
調
査

費
用
の
算
定
項
目
に
つ
い
て
、
①
戸
籍
謄
本
の
交
付

を
受
け
る
の
に
要
し
た
費
用
、
②
通
信
費
、
③
相
続

財
産
の
管
理
人
の
選
任
に
要
し
た
費
用
、
④
施
行
規

則
第
３
条
の
調
査
に
要
す
る
人
件
費
と
し
て
市
長
が

別
に
定
め
る
額
、
⑤
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と

し
て
告
示
に
定
め
る
費
用
、
と
し
て
い
ま
す
。

４　

課
題
と
今
後
の
展
望

今
後
、
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴
い
遺
留
金
の
額
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
身
寄
り
の
な
い
人
の
遺

留
金
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
簡
易
な
手
続
で
処
理

が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①
独
居
死
亡
人
の
遺
留
金
の
取
扱
い
に
関
す
る
根
拠

法
を
国
の
責
任
に
お
い
て
早
急
に
整
備
す
る
こ
と

②
独
居
死
亡
人
に
関
す
る
対
応
は
全
て
地
方
自
治
体

の
事
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
遺
留
金

は
国
で
は
な
く
地
方
自
治
体
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

③
そ
の
実
現
ま
で
の
間
、
独
居
死
亡
人
の
葬
祭
や
遺

留
金
の
処
理
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
地
方
自
治

体
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
全
額
を
国
庫
負
担
と

す
る
こ
と

以
上
３
点
を
平
成
29
年
７
月
６
日
付
で
指
定
都
市
市

長
会
と
し
て
国
に
対
し
て
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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